
項 目 ページ

農業費

農業委員会費…………………… 355

農政費…………………………… 357

農業施設費……………………… 364

林業費

林務費…………………………… 364

水産業費

水産業費………………………… 367

６農林水産業費

314,073,466円
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（歳出 6 農林水産業費）

農 林 水 産 業

農 業 費 １６１，８５１，８０５円

○ 農 業 委 員 会 費 （ １４，４３２，８１６円） ［農業委員会事務局］

農業委員会経費

１ 農業委員会

(1) 農業委員会会議開催状況

総会 12回 全員協議会 12回

農政部会 ４回 経営部会 １回 土地部会 ４回

(2) 付議事項

ア 農地法関係等処理状況 （単位：件、筆、㎡）

イ その他の事案処理状況

件 名 件 数 筆 数 面 積

農地法第３条許可申請 （移転） 19 34 10,441

〃 第３条許可申請 （設定） 1 3 1,103

〃 第３条の３第１項届出 （相続） 31 152 51,844.7

〃 第４条許可申請 （転用） 0 0 0

〃 第４条第１項第８号届出 （転用） 41 58 16,481.87

〃 第５条許可申請 （転用） 1 1 439

〃 第５条第１項第７号届出 （転用） 108 158 41,341

〃 第18条第６項通知 （解約） 1 1 1,658

特定農地貸付けの承認 0 0 0

生産緑地にかかる農業の主たる従事者についての証明 7 21 15,935

相続税の納税猶予に関する適格者証明 2 5 3,604

相続税の納税猶予にかかる特例農地等の利用状況確認について 0 0 0

引き続き農業経営を行っている旨の証明 69 282 174,001.7

農地中間管理事業の推進に関する法律第18条第１項の規定による

農用地利用集積等促進計画案について
24 45 31,946

合 計 304 760 348,795.27

区 分 件 名 結 果

第 ２ 回 青梅市農業振興地域整備計画の変更に対する意見について 決 定

第 ３ 回 農業委員会による非農地証明について 決 定

第 ４ 回
都市農地の貸借の円滑化に関する法律第４条第１項の規定による事業計画の

認定についての決定について
決 定

第 ６ 回 都知事による非農地証明に伴う農業委員会の農地性の確認について 決 定

第 ７ 回

都市農地の貸借の円滑化に関する法律第４条第１項の規定による事業計画の

認定についての決定について 決 定

農業経営基盤強化促進法に基づく地図の素案の提出について
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２ 国有農地貸付状況 （単位：件、筆、㎡）

※ 転用貸付の筆数は、農耕貸付と同一筆を一部利用しているため計上しない。

３ 証明件数 （単位：件）

４ 農業振興共進会の後援 （単位：点）

５ 農業委員会だよりの発行

委員会の広報活動として、農家への情報を掲載した「農業委員会だより」を発行、

配布した。第88号（令和７年７月発行）、第89号（令和８年２月発行）

６ 研修会等について

農業委員の日常業務である相談活動や議案審議の際の参考にするため、委員研修等

に参加した。

区 分 件 名 結 果

第 ８ 回
農業委員会による非農地証明について

決 定
農業経営基盤強化促進法に基づく地図の素案の提出について

第 ９ 回
都市農地の貸借の円滑化に関する法律第４条第１項の規定による事業計画の

認定についての決定について
決 定

第 10 回

地域農業経営基盤強化促進計画の策定について(意見聴取)

決 定青梅市農業経営基盤強化促進基本構想(青梅市農業振興計画)の変更について

(意見聴取)

第 11 回 都知事による非農地証明に伴う農業委員会の農地性の確認について 決 定

区 分 件 数 筆 数 面 積

農耕貸付 10 10 2,277

転用貸付 1 0 198

未貸付（開拓財産を含む。） 57 48 146,853

合 計 68 58 149,328

耕 作 証 明 許可書等交付済証明 合 計

6 21 27

名 称 開催日 出品点数

農 業 委 員 会 長 賞

受 賞 者

（ 品 目 名 ）

第 4 7 回 三田地区総合文化祭農産物共進会 11.9 154
福 島 綾 子

（ ダ イ コ ン ）

令和７年度梅郷地区総合文化祭農産物共進会 11.9 99
青 木 茂

( ゴ ボ ウ )

第 3 7 回 小 曾 木 地 区 農 業 祭 農 産 物 共 進 会 11.8 130
加 藤 信 也

( ピ ー マ ン )

令 和７年度成木地区文化祭農産物共進会 11.9 188
篠 田 市 夫

（ サ ト イ モ ）

令和７年度ＪＡ西東京農業祭農産物共進会 11.23 281
古 屋 清 太

( ニ ン ジ ン )

令和７年度ＪＡ西東京農業祭参加作品共進会 11.23 34
相 田 知 子

( 寄 せ 植 え )
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（歳出 6 農林水産業費）

開 催 日 会 議 ・ 研 修 会 名 等 会 場 等

4.16 西多摩地方農業委員会連合会総会 瑞穂町役場

5.16 青梅市そさい振興会令和７年度総会 霞共益会館

5.28 令和７年度全国農業委員会会長大会 渋谷公会堂

7.8 農業委員会地区別広域連携会議 瑞穂町役場

8.22 西多摩地区農業委員・農地利用最適化推進委員研修会 ＷＥＢ開催

9.5 広報研究会 ＪＡ東京新宿ビル

9.25 農業委員会会長職務代理・部会長研究集会 調布市内農地

10.9～10.10 農業委員会会長研究集会 兵庫県神戸市

11.18 東京都農業会議第２回臨時総会・第２回事業推進協議会 吉祥寺エクセルホテル東急

12.12 農地流動化・利用集積計画現地研究会 青梅市・瑞穂町内農地

1.13 西多摩地区農業委員会検討会 羽村市役所

2.26 行政視察
神奈川県農業技術センター

ほか

７ 地域住民との交流活動

市内在住の親子を対象に農業体験会を実施した。

○ 農 政 費 （ １３２，９２８，９６５円） ［農林水産課］

１ 農業振興対策審議会経費

(1) 青梅市農業振興対策審議会委員

任期：令和５年10月１日～令和７年９月30日 ◎は会長、○は副会長

開 催 日 内 容 講 師 参 加 者 数

6.14 田 植 え
農 業 委 員 会 経 営 部 会

48人

10.12 稲 刈 り 雨天中止

氏 名 選 出 区 分 備 考 氏 名 選 出 区 分 備 考

◎ 松 永 重 徳 農業協同組合

の 代 表 者

久 保 田 聡

知 識 経 験 者

R7.3.31退任

篠 田 好 則 両 角 正 博 4.1就任

○ 加 藤 仁 志
農 業 委 員

坂 田 ひ と み R7.3.31退任

久 保 田 正 寿 上 原 由 史 4.1就任

関 塚 貢 司
農業関係団体の代表者

相 原 宏 次

榎 戸 茂 之 古 屋 松 代
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任期：令和７年10月１日～令和９年９月30日 ◎は会長、○は副会長

(2) 会議開催状況

２ 農業育成指導経費

(1) 農業振興共進会の後援 （単位：点）

(2) 農業団体補助金

(3) 体験実習農園の利用者等

氏 名 選 出 区 分 備 考 氏 名 選 出 区 分 備 考

◎ 松 永 重 徳 農業協同組合

の 代 表 者

榎 戸 茂 之 農業関係団体の代表者

篠 田 好 則 両 角 正 博

知 識 経 験 者

3.31退任

○ 加 藤 仁 志
農 業 委 員

上 原 由 史

久 保 田 正 寿 田 中 誠

関 塚 貢 司 農業関係団体の代表者 古 屋 松 代

開 催 日 開催場所 出席者数 内 容

7.1 市役所 9人 第四次青梅市農業振興計画骨子案について

8.29 市役所 9人 第四次青梅市農業振興計画の施策体系（案）について

11.28 市役所 8人 第四次青梅市農業振興計画（素案）について

1.9 市役所 8人 第四次青梅市農業振興計画（素案）について

2.27 市役所 9人

(1)第四次青梅市農業振興計画（素案）のパブリック・コメ

ントについて

(2)青梅市農業振興計画（農業経営基盤強化促進法における

基本構想）の答申(案)について

名 称 開 催 日 出品点数
市 長 賞 受 賞 者

( 品 目 名 )

第 4 7回 三 田 地 区 総 合 文 化 祭 農 産 物 共 進 会 11.9 154
小 峰 敏 明

（ ハ ク サ イ ）

令和７年度梅郷地区総合文化祭農産物共進会 11.9 99
原 島 富 代

( 梅 干 )

第 3 7 回 小 曾 木 地 区 農 業 祭 農 産 物 共 進 会 11.8 130
宿 谷 義 雄

(キウイフルーツ )

令 和 ７ 年 度 成 木 地 区 文 化 祭 農 産 物 共 進 会 11.9 188
西 村 直 男

( ダ イ コ ン )

令和７年度ＪＡ西東京農業祭農産物共進会 11.23 281
福 島 正 文

( ユ ズ )

令和７年度ＪＡ西東京農業祭参加作品共進会 11.23 34
増 子 ま す み

( 寄 せ 植 え )

団 体 名 補助金額 補 助 目 的 備 考

青梅市農業振興

団体連絡協議会
399千円

農業振興事業の

助成

青梅市畜産振興会 青梅市そさい振興会

青梅きのこ生産振興会 青梅市茶業振興会

青梅市花卉生産研究会 調布柿生産組合

利用団体数 利 用 者 数 利 用 面 積 利 用 区 画 利 用 期 間

12団体 68人 900㎡ 12区画 R6.4.1～R8.1.31
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（歳出 6 農林水産業費）

(4) シイタケ栽培講習会の開催

(5) 施設管理委託

３ 農業後継者育成事業経費

４ 農作物被害防除経費

(1) 農作物被害防除状況 （単位：ａ）

(2) ツキノワグマ防除対策事業 （単位：千円）

５ 梅の里再生事業経費

梅郷全域、和田町全域、柚木町１丁目全域と２・３丁目の一部、二俣尾１～３丁目

全域と４丁目の一部、畑中１・２丁目の一部と３丁目全域、日向和田全域を事業対象

地区とし、ウメ輪紋ウイルスまん延防止対策を行った。

開 催 日 内 容 参 加 者 数 講 師

2.21 シイタケ栽培講義および植菌体験 55人 青 梅 き の こ 生 産 振 興 会

委 託 名 称 契約金額 受 注 者 契約期間

花木園施設内花木等肥培管理業務委託 570千円 小曾木農業者振興会 4.1～3.31

団 体 名 補助金額 補 助 目 的 備 考

西東京農協青壮年部 45千円 農業後継者組織への補助

種 別 防 除 時 期 防除延面積 備 考

水 稲 病 害 虫 防 除 ５月～８月 1,560 共同防除

果 樹 〃 ５月～８月 100 〃

有 害 鳥 獣 捕 獲

カラス 通年

市 内 全 域

カラス 0羽

イノシシ 通年 イノシシ 32頭

ハクビシン 通年 ハクビシン 23頭

アライグマ 通年 アライグマ 120頭

アナグマ 通年 アナグマ 13頭

タヌキ 通年 タヌキ 26頭

ニホンザル 通年 ニホンザル 3頭

ツキノワグマ 通年 ツキノワグマ 0頭

委 託 業 務 名 事 業 内 容 契約金額 受 注 者 契約期間

ツ キ ノ ワ グ マ

防 除 対 策 事 業

出没時の追い払いやその

後の見回り、わなの設置

およびその管理、講習会

の開催

2,034 (公社 )東京都猟友会 8.30～3.31
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(1) 感染状況調査

事業対象地区内の再植栽樹等を対象として感染状況調査を行った。また、調査実

施植物にウメ輪紋ウイルス（以下「ＰＰＶ」という。）の感染が確認された場合は、

所有者の同意を得たうえで伐採および伐根を行った。

(2) アブラムシ防除

事業対象地区内のウメの生産を目的としたウメ生産樹等を対象として、ＰＰＶを

媒介するアブラムシを防除するための消毒を年２回実施した。

(3) その他の取組

ウメ生産農家等への自発的なＰＰＶ防除対策を周知するために、技術講習会を実

施した。

６ 農林業近代化資金融資関係経費

農林業近代化資金利子補給金 （単位：千円）

※ （ ）内は件数

７ 地域農政推進事業経費

(1) 青梅市担い手育成総合支援協議会

(2) 認定農業者等制度

ア 認定農業者数 60人

イ 認定新規就農者数 11人

ウ 農業経営改善計画等実施事業補助金

認定農業者・認定新規就農者が行う農業経営改善計画等を推進する事業に対し

補助を行った。

実施時期 調査実施園地数 調査実施植物数 感染園地数 感染植物数

５月～６月 226園地 4,412本 8園地 9本

実施時期 防除実施園地数 防除実施植物数

１０月（秋季）および２月（春季） 188園地 3,998本

農 協 名 期首融資残額 期 中 融 資 額 期 中 償 還 額 期末融資残高 利子補給額

西 東 京 農 業

協 同 組 合

(3)

382

(0)

0

(3)

136

(3)

246 3

開 催 日 開催場所 出席者数 内 容

8.7 市役所 8人 農業経営改善計画等実施事業補助金について

3.19 市役所 9人
(1)農業経営改善計画（認定農業者）の認定について

(2)農業経営改善計画等実施事業補助金について

件 数 事 業 費 補 助 金 額

13件 10,579千円 2,742千円
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（歳出 6 農林水産業費）

(3) 青梅市農業次世代人材投資資金交付金

(4) 青梅市新規就農者育成総合対策資金交付金

(5) 青梅市地域農業経営基盤強化促進計画検討会

会議開催状況

(6) 地域計画策定

農業の担い手の高齢化や農業者の減少が続き、耕作放棄地の拡大等が懸念される

中で、地域の農地を保全し適切な利用を図るため、地域での話し合いにより目指す

べき将来の農地利用の姿を明確化する地域農業経営基盤強化促進計画を、成木地区

および三田地区で策定した。

(7) 青梅市農業振興計画策定

本市の農業を持続的に発展させることを目的として、農業生産基盤の整備、農業

従事者の確保・育成、農畜産物の付加価値向上、地産地消の推進など多岐にわたる

政策を通じて地域農業の活性化を目指す、10年先を見据えた「第四次青梅市農業振

興計画」を策定した。

８ 市民農園経費

(1) 市開設農園 （単位：か所、㎡、区画）

(2) 農家開設農園 （単位：か所、㎡、区画、人）

交付対象者数 交 付 金 額 交 付 目 的

1人 750千円
経営開始直後の新規就農者に対して農業次世代人材投資

資金を交付し、就農意欲の喚起と就農後の定着を図る。

交付対象者数 交付金額 交 付 目 的

6人 10,800千円
経営開始直後の新規就農者に対して新規就農者育成総合対

策資金を交付し、就農意欲の喚起と就農後の定着を図る。

開 催 日 開催場所 出席者数 内 容

1.29 市役所 10人
(1)各地域との協議結果について

(2)地域計画（案）および目標地図（案）について

農 園 数 面 積 区 画 数 利 用 者 数

15 18,073.86 759 個人 727人 団体 3団体

種 類 農 園 数 面 積 区 画 数 利 用 者 数

農 業 体 験 農 園 1 1,342 8 8

農家開設型市民農園 8 11,593 81 75
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９ 農業振興地域整備促進経費

(1) 青梅市農業振興地域整備促進協議会

会議開催状況

(2) 農業振興地域および農用地区域の面積 （単位：ha）

10 環境保全型農業推進経費

減農薬等栽培推進事業

（東京都エコ農産物認証農家が購入する優良たい肥購入費補助）

11 小規模土地改良事業経費

水土里保全活動支援事業費補助金 （単位：千円）

開催日 開 催 場 所 出席者数 内 容

5.29 市 役 所 8人 青梅市農業振興地域整備計画の変更について

3.19 市 役 所 9人
農業振興地域内農用地調査結果および中間管理権等

の設定について

地 域 区 分
農業振興

地域面積

農 用 地 区 域 面 積

７年度末

内 訳

農 地 採草放牧地 混 牧 林 地
農 業 用

施 設 用 地

霞台地畑地区 104.8 43.8 43.8 0 0 0

霞 水 田 地 区 26.5 24.5 24.5 0 0 0

小曾木・成木

丘 陵 地 区
426.1 46.2 45.1 0 0 1.1

三田山麓地区 198.6 7.9 7.9 0 0 0

合 計 756.0 122.4 121.3 0 0 1.1

交 付 団 体 農 家 件 数 購入金額 補助金額

青梅市そさい振興会有機農業部会 9件 970千円 388千円

活 動 組 織 活 動 内 容
負 担 区 分

都補助金 市補助金

大蔵野水田保全会

農用地、水路、農道等の地域

資源の基礎的な保全管理活動
89 29

地域共同による施設の軽微な

補 修 お よ び 農 地 の 保 全 活 動
50 16

施設の長寿命化のための活動 98 33

乙 黒 水 田 保 全 会

農用地、水路、農道等の地域

資源の基礎的な保全管理活動
66 22

施設の長寿命化のための活動 86 29

合 計 389 129
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（歳出 6 農林水産業費）

12 都市農業経営力強化事業経費

都市農業経営力強化事業費補助金 （単位：千円）

13 畜産振興経費

(1) 家畜伝染病予防接種事業補助金 （単位：千円）

(2) 家畜飼養環境改善指導事業補助金 （単位：千円）

(3) 畜産経営近代化促進事業補助金 （単位：千円）

14 物価高騰対策農業支援事業経費

原油価格・物価高騰による肥料費等の高騰で影響を受けた農家に対し、国の「物価

高騰対応重点支援地方創生臨時交付金」を活用し、高騰分の一部を補助し農業経営の

安定と継続を図ることを目的として、令和５年分および令和６年分について補助金を

交付した。

原油価格・物価高騰対応農家支援補助金 （単位：人、千円）

※ 合計の人数は、令和５年分、令和６年分の両方に該当する場合は、１人として数え

る。

事業実施主体 事業内容 事業費
負 担 区 分

都補助金 市補助金 事業主体

認 定 農 業 者

カーテンフィルム張替工事 1式

ヤシガラ培地 1式

ドリップ潅水設置工事 1式

3,407 1,535 767 1,105

事 業 主 体 対 象 家 畜 伝 染 病 名 事業費
負 担 区 分

市 補 助 金 事 業 主 体

青梅市畜産振興会

牛（22頭） 牛 炭 疽

105 33 72
鶏（17,500羽）

ニューカッスル病

サルモネラ感染症

事 業 主 体 事 業 内 容 事 業 費 市 補 助 金

青 梅 市 畜 産 振 興 会
畜 舎 巡 回 指 導 調 査 の 実 施

消 毒 用 の 消 石 灰 の 配 布
108 108

事 業 主 体 事 業 種 目 事 業 内 容 事業費
負 担 区 分

市補助金 事業主体

青梅市畜産振興会

乳 牛 改 良 事 業 乳牛導入事業（1頭） 500 100 400

乳牛育成預託事業 乳牛預託事業（1頭） 251 51 200

環 境 整 備 事 業 畜舎修繕 ( 2 か 所 ) 2,835 429 2,406

合 計 3,586 580 3,006

対 象 申請者数 補助金額 事業内容

令和５年分 76 9,094
補助上限を30万円とし、令和５年分および令

和６年分の確定申告時に申告した肥料費、飼

料費、動力光熱水費にそれぞれの補助率を乗

じた金額の合計を交付した。
令和６年分 81 10,342

合 計 82 19,436
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○ 農 業 施 設 費 （ １４，４９０，０２４円） ［公園緑地課］

花木園管理経費

１ 花木園駐車場の有料駐車状況 （単位：台）

２ 施設管理業務委託 （単位：千円）

３ 看板作製委託 （単位：千円）

林 業 費 １４８，４９１，６５６円

○ 林 務 費 （ １４８，４９１，６５６円） ［農林水産課］

１ 森林整備推進協議会経費

青梅市森林整備推進協議会

会議開催状況

２ 林業振興経費

(1) 青梅市森林ボランティア育成講座

森林ボランティアの育成および組織化を図ることを目的として、平成22年度から

市民等の他に、交流協定を結んでいる杉並区民を受け入れ、森林の手入れ方法等の

実習講座を開催した。運営にあたっては、ＮＰＯ法人青梅こども未来に業務委託を

行った。

期 間 有 料 駐 車 台 数

4、5、9～11、3月の土・日曜日および祝日
普 通 車 大 型 車

3,853 1

委 託 名 称 委 託 内 容 契約金額 受 注 者 契約期間

施設清掃管理等業務委託
管理、清掃、施肥、芝刈、

薬剤散布、雑草駆除等
9,963

(公社 ) 青 梅 市

シ ル バ ー

人材センター

4.1～3.31

枯損木伐採等業務委託

ほ か ３ 件

枯 損 木 伐 採 ３ 本

枯 枝 剪 定 ９ 本

ほか

1,060

合 計 5件 11,023

委 託 名 称 委 託 内 容 契約金額 受 注 者 契約期間

駐車場案内表示看板作製業務委託 駐車場案内看板４枚 169 ㈱美巧社 1.27～3.13

期 日 開 催 場 所 内 容

7.7 市役所
森林整備計画策定について

森林経営管理制度について

1.9 市役所 森林整備計画について

3.25 市役所
森林整備計画について

森林経営管理制度について
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（歳出 6 農林水産業費）

第15期講座受講者 10人

(2) 森林経営管理制度

森林の経営や管理を図ることを目的として森林経営管理制度が創設された。これ

を受けて、東京都および関係市町村において東京都森林経営管理制度協議会を設置

し、森林経営管理法にもとづく意向調査業務を実施した。

事業実施状況 （単位：千円）

(3) ナラ枯れ危険木伐採費用補助金

ナラ枯れによる、落枝や倒木などによる人的被害のおそれのある危険木の伐採費

用の一部を補助し、危険木の伐採を推進し、ナラ枯れ被害の拡大を抑制した。

事業実施状況 （単位：千円）

３ 松くい虫防除実施経費

事業実施状況 （単位：千円）

４ 治山林道振興経費

施設管理委託 （単位：千円）

回 数 開 催 期 間 実 施 場 所 開 催 内 容

全10回 ６ 月 ～ ３ 月

【座学】

風の子太陽の子広場 管理棟

【体験実習】

永山苑地

座学

下草刈り

枝打ち

除伐

間伐

作業道作成・修繕

名 称 金 額

東京都森林 経営管理制度 協議会負担金 1,106

名 称 金 額

ナ ラ 枯 れ 危 険 木 伐 採 費 用 補 助 金 3,072

委 託 名 称 事業量 地 区 名 契 約 金 額 受 注 者 契 約 期 間

松くい虫防除

業 務 委 託

薬剤樹幹注入 650.00m3 霞 丘 陵 7,865 ㈱ 三 商 11.18～2.27

伐 倒 駆 除 25.00m3 霞 丘 陵 550 ㈱ 三 商 11.18～2.27

合 計 8,415

委 託 名 称 委 託 内 容 契 約 金 額 受 注 者 契 約 期 間

林道施設管理

業 務 委 託

成木二本竹地区２路線

総延長距離2,773ｍの管理
87

二 本 竹

共 済 会

4.1～3.31

柚木地区３路線

総延長距離1,778ｍの管理
130

柚 木 生 産

森 林 組 合

上記を除く市内35路線

総延長距離30,864ｍの管理
2,948

東 京 都

森 林 組 合

他 ３ 社
森林管理巡視

業 務 委 託

森林の汚染、林道施設の状況および伐

採等森林の施業状況把握のための巡視

合 計 3,165
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５ 多摩森林再生推進事業経費

東京都環境局から委託を受け、森林が本来持っている公益的機能の維持・回復のた

め、手入れの遅れているスギ、ヒノキの人工林に対して、３割の間伐を実施するとと

もに、すでに本事業で間伐を行った森林を対象に、水の浸透機能の回復と下層植生の

繁茂の促進を目的に枝打ちを行った。間伐については、新規間伐に加えて１回目の間

伐から12～13年目を迎えた森林を対象に２回目の間伐を実施した。

（単位：ha、千円）

６ シカ被害防止対策事業経費

東京都の「多摩の裸山（シカ被害地）のみどり復活プロジェクト」にもとづき、有

害鳥獣被害の中で、中山間地農業および林業の双方に顕著な被害をもたらすシカ被害

について特化した事業として、農地に出没するシカの捕獲を行う有害鳥獣捕獲のほか、

森林内に出没するシカの捕獲を行う有害鳥獣緊急捕獲を行った。

また、シカによる森林被害の防止を目的に設置したシカ防護柵について、その効果

維持を図ることを目的として、シカ防護柵の巡視点検を行った。

(1) 有害鳥獣捕獲 （単位：頭）

業務名 地 区 実施面積 契約金額 受 注 者 契約期間

間

伐

業

務

新規 小曾木 0.11 325 ユニバーサル林業㈱
12.3

～2.27

新規 沢井、御岳 4.02
7,604 ㈲福田製作所

11.11

～2.27二回目 沢井、二俣尾 0.27

新規 二俣尾、成木 1.31
2,633 ㈱山恵

11.12

～2.27二回目 梅郷 0.09

新規 御岳 9.24
23,853 東京都森林組合

11.13

～2.27二回目 御岳 15.77

二回目 成木 0.47 324 ㈱東京チェンソーズ
11.13

～2.27

新規 根ヶ布 0.20 270 杣守
12.1

～2.27

新規 小曾木 0.22 132 ㈲三幸
12.2

～2.27

合 計 31.7 35,141

枝
打
ち
業
務

沢井 2.91 6,176 ㈲福田製作所
12.26
～2.27

黒沢 0.21 386 ユニバーサル林業㈱
2.18

～3.6

畑中、御岳、富岡 5.98 15,231 東京都森林組合
12.26

～2.27

合 計 9.1 21,793

種 別 時 期 捕 獲 頭 数

有害鳥獣捕獲（ニホンジカ） 通年 42

有害鳥獣緊急捕獲（ニホンジカ） 通年 65

合 計 107
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（歳出 6 農林水産業費）

(2) シカ防護柵巡視点検 （単位：千円）

７ 森林経営管理制度事業経費

経営管理権集積計画を作成していくための、森林の境界および所有者を明確化する

ことを目的とし、森林境界保全図素図を作成した。

事業実施状況 （単位：千円）

水 産 業 費 ３，７３０，００５円

○ 水 産 業 費 （ ３，７３０，００５円） ［農林水産課］

内水面漁業振興対策事業経費

内水面漁業振興対策事業費補助金

東京都内水面漁業環境活用施設整備事業費補助金を活用し、奥多摩漁業協同組合が実施

した、釣り堀池排水設備改修に対し経費の一部補助を行った。

（単位：千円）

委 託 業 務 名 地 区 件 数 延長距離 契約金額 受 注 者 契約期間

シ カ 防 護 柵 巡 視

点 検 業 務 委 託

成 木

７ 丁 目
4件 1,380ｍ 1,111

東 京 都

森林組合
4.1～3.31

名 称 金 額

リモートセンシング技術を用いた森林境界保全図素図作成業務委託 9,240

事業実施主体 事 業 内 容 事業費
負 担 区 分

都補助金 市補助金 事業主体

奥 多 摩 漁 業

協 同 組 合
釣 り 堀 池 排 水 設 備 改 修 4,260 3,195 532 533
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